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　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　･･･････････････････ 御言葉に耳を傾け、心を主に向けましょう。 

*賛美　･･････････････････ 　１０４番

*交読文　････････････････ 　５６番

*使徒信条　････････････・ 会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　１０７番

礼拝のための祈り　･･･････ 川合ゆきえ姉妹

賛美　･･･････････････････ 　１１６番

メッセージ　･･････････････ 宇宙規模の喜び（マタイ 2:1-12）

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････・ 　１２５番

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告と歓迎　･････････････ イブ礼拝に参加される方は、与えられた御言葉をご用意下さい。

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

祈祷課題

・この教会が神の御声を聞いて御心を行う教会となるように

・病、貧しさ、悲しみの内にある兄弟姉妹のために

・兄弟姉妹達がキリストの香りを豊かに世に放ち、仕事、事業が祝福されるように

・主に忠実で御霊に満ちた奉仕者が 70 名与えられるように

・終末の災いに実際に直面している兄弟姉妹の守りのために

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

闇の中を歩む民は、大いなる光を見／死の陰の地に住む者の上に、光が輝い

た。あなたは深い喜びと／大きな楽しみをお与えになり／＿＿＿は御前に喜び

祝った。刈り入れの時を祝うように／戦利品を分け合って楽しむように。

彼らの負う軛、肩を打つ杖、虐げる者の鞭を／あなたはミディアンの日のように／

折ってくださった。地を踏み鳴らした兵士の靴／血にまみれた軍服はことごとく

／火に投げ込まれ、焼き尽くされた。

ひとりのみどりごが＿＿＿のために生まれた。ひとりの男の子が＿＿＿に与えら

れた。権威が彼の肩にある。その名は、「驚くべき指導者、力ある神／永遠の父、

平和の君」と唱えられる。(イザヤ9:1-5)

メッセージ概要

多くの預言者達によって示されていた、ダビデの王座を永遠に立てるメシヤなるキリスト、ユダヤの真の王

が、お生まれになった時、エルサレムでその事を知っていた人は誰もおらず、しかも、それを知って真っ先

に拝みに来たのは、なんと、イスラエルでは蔑まれるべき、異国の博士たち（マゴス：占星術師）だった。

主が再臨される時も、盗人のように突然来られる。それを認知できる人は、神の選民だとは限らず、たとい

蔑まれるべき異邦人であっても、主のしるしを見逃すまいと、日々求めている人に、主は現れて下さる。

イスラエルの王宮にいた人々がそれを知った時のリアクションは、喜びではなく、混乱と恐れだった。

当時のイスラエルの王宮は、魑魅魍魎の巣のような所で、ヘロデ大王はエドム人であり、巧みな政治手腕

によってローマ元老院に取り入り、猜疑心に満ち、冷徹で残虐で、彼の王座を脅かす者は妻であろうと子

であろうと処刑し、神を軽んじる彼に反対した祭司やレビ人達も、多く処刑された。

イスラエルの王宮とその周辺の信仰状態が最悪の時期、王座に邪悪な者が君臨している時、最も暗黒の

ような時代に、救い主はお生まれになったのだ。それは、終末に主が再臨される時と似ている。

ヘロデ王は、祭司長達や学者達へ命じ、神が預言者を通して示したメシヤの生まれてくる場所を調べさせ、

そして博士たちをひそかに呼んで、その時間を突き止めた。『そして、こう言って彼らをベツレヘムに送っ

た。「行って幼子のことを詳しく調べ、わかったら知らせてもらいたい。私も行って拝むから。」』(マタイ 2:8)

預言されていたユダヤ人の王がお生まれになったからには、イスラエルはこぞって調査し、自ら贈り物を携

えて行くべきなのに、彼らは王宮から一歩も出ないで異邦人の博士に、調査を一任した。しかも、ヘロデ

王が調査させ、「行く」のは、拝むためではなく、なんと、まことの王であるメシヤを、殺すためだった。

神を恐れぬ人、自分の保身しか思っていない人は、自分が生まれる前から全能者によって示されていた

ユダヤ人の王を、自分の手で殺せると本気で思っている程、愚かなのだ。

そして、彼が密かに巡らしたはかりごとが阻まれ、博士が自分の所に来ないと知った時、彼は全ての人の

心を知っておられる主を恐れるのではなく、怒り、その地方の２歳以下の男の子を皆殺しにしてしまった。

エルサレムで大した情報も得られず出て行かざるをえなかった博士達が頼りとできるのは、再び星だけに

なってしまった。しかし、なんと、星が彼らを先導し、幼子のいる場所の上に止まったのだ！

『その星を見て、彼らはこの上もなく喜んだ。』(マタイ 2:10-11)

星の光とは、何千年何万年もかけて地球に届くものである。それなら神は実に、博士たちがその時ちょうど

いる場所に、幼子がいる方向へと光が向かうよう、何千年何万年も前から、星を配置しておられた事になる  。  

神のなさる技は、人の思い計らいを遥かに超えている。まさしく、宇宙規模の不思議である。

宇宙を支配しておられる主イエスが、この世に降り来て下さった場所は、神殿の高きでも豪華な王宮の真

ん中でもなく、誰も目を留めないベツレヘムの馬小屋にであり、しかも、馬のエサ箱の中に宿られたのだ。

世の学者や、富や力を頼みとする権力者には、メシヤがそのように来られる事は、到底理解できない。

主はひそかに来て下さる。ひそかに主を慕い求める、小さく弱き人の所に。そしてその人に、宇宙規模の

妙なる不思議を現して下さるのだ。

なぜなら神は、知恵ある人をはずかしめるために、この世の愚かな人を選び、強い人をはずかしめるため

に、この世の弱い人を選ばれたからである。(１コリント 1:26-29)

「家に入ってみると、幼子は母マリアと共におられた。彼らはひれ伏して幼子を拝み、宝の箱を開けて、黄

金、乳香、没薬を贈り物として献げた。」（マタイ 2:11）

威厳ある壮年男性達が、赤子であるメシヤの前に、頭をつけて拝む。それこそ私達も見習うべき礼拝だ。

彼らは遠い国から何をしに来たのか。それは、ユダヤ人の王を拝みに、宝物を捧げるために、である。

彼らは時間と労力、大切な宝物をただ捧げ、物としては何も得なかったが、宇宙規模の素晴らしい体験を

し、大きな喜びがあった。礼拝の目的とは、何かを得る事ではなく、捧げる事である。たとい主が赤子の姿

であっても、遠くであっても、宝を携え、伏し拝み、宇宙規模の喜びを得る皆さんでありますように！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

日曜礼拝

1部礼拝（韓国語中国語通訳有）10:30
食事/フェローシップ　       　12:00～
2部礼拝                         　14:00
聖書の学び会（箴言）          15:00

金曜徹夜祈祷会                21:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火・木　　夜の祈祷会　　　　　21:00～
水曜集会

　1部                                   　13:00～
　2部                                   　19:30～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B出口を出てまっすぐ徒歩 5 分

JR・関内駅より徒歩 10 分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10 分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 3巻 52号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2012年 12月 23日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　　　　　　パスター：　林和也
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園Ⅰ-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

モバイルサイト

聖書メッセージを携帯で

聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！


